
～ 令和８年年　２月　２３日

（対象者数） １０名 （回答者数） ８名

～ 令和８年年　２月　２０日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・安全に考慮しながら、広いスペースで行える活動を考え、お子さ

まに合わせた支援課題を取り入れていきます。

・粗大運動の中で、感覚統合あそびを取り入れ、バランス感覚、集

中力・注意力、日常生活動作など育んでいけるよう工夫していきま

す。

・個別支援では、集中して取り組めるスペースを確保し、微細運動

も取り入れていきます。

2

・多機能ならではの、お子さま同士の交流を大切にし、安心

して穏やかに過ごせる環境を作っていきます。

・あそびの中から学べる場をお子さまたちと一緒に作りなが

らより良い支援につなげていきます。

3

・研修のお知らせがあった時には、職員全員に周知し、積極

的に参加できるよう環境を整えてまいります。

・研修に参加し、報告し情報を共有することで方向性を同じ

にし、職員の質の向上を目指していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・感染予防対策、個人情報に配慮し、保護者様のご要望等も

伺いながら、地域交流を持つことができるよう検討してまい

ります。

・安全面に考慮しながら戸外活動を取り入れ、公園等あそび

の場での交流の機会を多く作っていきたいと考えておりま

す。

2

安全にトイレに行くことができるようトイレにマットを敷い

たり、段差にコーナーガードを付けたりしながらフラットに

なるよう工夫をしております。職員がサポートしながら引き

続き注意を図り、支援してまいります。

3

・ペアレントトレーニングの必要性を感じております。

・本年度の保護者会では、保護者様同士の交流の場を設けさせてい

ただきました。良かったとのご意見も多く聞かれましたので、今後

もこのような機会を設けてければと考えております。

・保護者会以外でも、講習等の情報がありましたら、提供してまい

ります。

事業所の広いスペースを活用し、活動内容に応じて支援方法を

工夫できること。

・広いスペースを活用し、空間を有効に利用して「サーキッ

ト」「だるまさんがころんだ」「リズムあそび」等、楽しみな

がら身体をたくさん動かすことができます。活動内容を工夫し

様々な「あそび」を取り入れることができます。

・個室対応も可能となっており、お子さまに合わせた支援を行

うことができます。

多機能ならではの交流を持つことができること。

・児童発達支援、放課後等デイサービスの多機能型なので、小

学生が長期休業中には、一緒に活動に取り組んだり、遊んだり

しながら関りを持つことができます。

・あそびを共有する中で、コミュニケーションや社会性を育む

など、５領域を踏まえた本人支援につなげることができます。

職員が内部、外部の研修や法人内等、様々な研修に参加してい

ること。

・事業所内の研修の他、事業所外での研修も積極的に参加して

おります。

・研修後、研修受講者による報告会を行い、研修内容を共有し

より良い支援につなげております。

家族支援プログラム（ペアレントトレーニング等）の提供。

保護者会は毎年開催しております。具体的にどんなことをする

のか、お便りだけでは内容が伝わりにくい部分があるのが要因

の一つと考えます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域のお子さまと活動する機会が少ないこと。

感染予防対策、ご利用時間内での交流、個人情報に考慮し、地

域の他のお子さまとの交流の機会を作ることが難しいと感じま

す。

環境への配慮の中で、事業所内全バリアフリー化が難しいこ

と。

出入口や支援室内はバリアフリーとなっておりますが、トイレ

に関しましては、構造上バリアフリー化が難しいと考えます。

令和８年　２月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　２７日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おれんじキッズ＆児童デイサービス・アニマート・さのほりごめ

○保護者評価実施期間 令和８年　２月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


